
 

令和５年度 

 

第３回 上越市青少年健全育成センター運営協議会 

要        項 
 

 

 

日 時  令和６年２月１５日（木） 
午後２時～４時 

会 場  上越市教育プラザ 大会議室 

 

＜次   第＞ 

１ 開  会 

２ 会長挨拶 

３ 議  事 

 (１) 報  告 

① 令和５年度 事業・活動報告        ･･･････････････････････････････････････････  資料① P４～５  

② 令和５年度 街頭指導結果報告      ･･･････････････････････････････････････････  資料② P６～11  

③ 育成委員協議会委員アンケート調査のまとめ･･･････････････････････････････････････資料③ P12 

④ 若者育成支援事業の進捗状況について･････････････････････････････････････････････資料④ P13～14 

⑤ その他 

  

 

(２) 協  議 

① 令和６年度 運営方針と事業計画（案）  ･･････････････････････････････････････  資料⑤ P15～16 

② その他 

 

４ 情報交換（各機関・団体からの情報提供） 

 

５ そ の 他 

６ 副会長挨拶 

７ 閉  会 

 

 

 

上越市青少年健全育成センター 
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令和５年度 上越市青少年健全育成センター運営協議会委員名簿 

 

                              

№ 氏    名 推薦機関・団体名（役職等） 備考 

1 梅 澤 健 一 上越市小学校長会（明治小学校長）     

2 山 岸 賢 一 上越市中学校長会（安塚中学校長）  

3 阿 部   愼 上越地区高等学校長協会（高田農業高等学校長）  

4 井 部 佐惠子 上越市民生委員・児童委員協議会連合会（民生委員・児童委員）  

5 市 川 直 行 上越地区保護司会（事務局長）  

6 本 多 和 利 上越警察署（生活安全課長）     

7 曽 我 茂 樹 前上越市青少年健全育成センター所長  

８ 阿 部 利 夫 上越市町内会長連絡協議会（会長）  

９ 北 峰 恵 祐 上越市地域青少年育成会議協議会（会長） 会 長 

10 竹 内 惠 市 上越市子ども会連絡協議会（事務局長）  

11 藤 井 加奈子 上越市小中学校ＰＴＡ連絡協議会（事務局）  

12 本 間 久美子 上越市青少年健全育成委員協議会（副会長）   副会長  

13 鈴 木 真理子 上越市立教育センター（スクールソーシャルワーカー）  

14 大 堀 み き 公募委員  

15 吉 岡 智 宣 公募委員  

   委員任期：令和４年６月１日から令和６年５月３１日まで 
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議   事 

 

〔 報  告 〕 

（１）令和５年度 事業・活動報告（４月～３月・含む予定）    資料① P4～５ 

 

 

（２）令和５年度 街頭指導等結果報告（４月～１月）       資料② P６～1１ 

 

 

（３）青少年健全育成委員アンケート調査のまとめ        資料③ P12 

 

 

（４）若者育成事業の進捗状況について             資料④ P13～14  

 

 

（５）その他 

         

 

〔 協  議 〕 

（１）令和６年度 運営方針と事業計画（案）          資料⑤ P15～16 

 

 

（２）その他 
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情 報 交 換 

 

〔 関係機関・団体から 〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔 その他 〕 
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令和５年度 事業・活動報告 

 

月 日 曜 会議・事業等 実施場所 

4 

７ 金 第１回青少年健全育成委員協議会役員会 教育プラザ若者の居場所 Fit 

育成委員役員・事務局歓送迎会 ※中止  

13 木 第１回Ｆｉｔ運営会議 

第１回地域青少年育成会議協議会役員会・所長、指導員出席  

教育プラザ若者の居場所 Fit 

教育プラザ中会議室 

 

18 

 

火 

青少年健全育成委員協議会総会  

・令和４年度事業・決算報告 

・令和５年度事業・予算計画、街頭指導の計画など 

教育プラザ大会議室 

 

 

第１回青少年健全育成委員研修会    

19 水 定例教育委員会・所長出席 教育プラザ大会議室 

25 火 第１回地域青少年育成会議協議会事務局担当者会議・所長、指導員出席  教育プラザ研修室 

5 

 

11 木 第２回青少年健全育成委員協議会役員会 

青色パトロール実施者講習会 

教育プラザ若者の居場所 Fit 

13 土 第１回「上越市親の会」  教育プラザ大会議室 

15 月 定例教育委員会・所長出席 教育プラザ大会議室 

24 水 第１回青少年健全育成関係機関連絡協議会 教育プラザ中会議室 

31 水 地域青少年育成会議協議会総会・指導員出席  直江津学びの交流館 

地域青少年育成会議協議会歓送迎会・指導員出席 ホテルハイマート 

6 

2 金 “社会を明るくする運動”上越市推進委員会  教育プラザ大会議室 

9 金 第１回センター運営協議会 教育プラザ中会議室 

13 火 育成会議第１回コーディネーター委員会・指導員出席 教育プラザ大会議室 

14 水 育成会議第１回コーディネーター研修会・指導員出席 教育プラザ大会議室 

16 金 第２回Ｆｉｔ運営会議 教育プラザ若者の居場所 Fit 

27 火 第１回上越警察署協議会・所長出席 上越警察署 

28 水 第１回高等学校警察連絡協議会・所長出席 高陽荘 

29 木 定例教育委員会・所長出席 教育プラザ大会議室 

7 

2 日 “社会を明るくする運動”街頭宣伝活動＜高田地区＞ 雁木通りプラザなど 

3 月 “社会を明るくする運動”街頭宣伝活動＜直江津地区＞ レインボーセンターなど 

4 火 上越地域若年者自立支援ネットワーク会議・指導員出席 ワークパル上越 

6 

 

木 第１回小・中・特別支援学校警察連絡協議会・指導員出席 ユートピアくびき希望館 

育成会議新任コーディネーター研修・指導員出席 教育プラザ大会議室 

7 金 第１回特別街頭指導 えちごときめき鉄道南高田駅 

8 土 第２回「上越市親の会」 教育プラザ大会議室 

11 火 第１回キャリアスタートウィーク実行委員会・指導員出席 教育プラザ中会議室 

19 水 第１回自殺予防対策連携会議・所長出席 ユートピアくびき希望館 

20 木 第３回青少年健全育成委員協議会役員会（及び納涼会） 音羽館 

26 水 定例教育委員会・所長出席 教育プラザ大会議室 

 

8 

23 水 第２回地域青少年育成会議協議会役員会・指導員出席 教育プラザ中会議室 

24 木 定例教育委員会・所長出席 上越文化会館 

30 水 第２回地域青少年育成会議協議会事務局担当者会議・指導員出席 教育プラザ研修室 

育成会議第２回コーディネーター研修会・指導員出席 上越文化会館 

31 木 第 2 回青少年健全育成委員協議会研修会 教育プラザ大会議室 

資料 ① 
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月 日 曜 会議・事業等 実施場所 

9 

5 火 育成会議第２回コーディネーター委員会・指導員出席 教育プラザ大会議室 

7 木 “社会を明るくする運動”作文審査会  教育プラザ小会議室 

9 土 第３回「上越市親の会」 教育プラザ大会議室 

13 水 第４回青少年健全育成委員協議会役員会 教育プラザ若者の居場所 Fit 

14 木 “社会を明るくする運動”上越市青少年健全育成研究会 市民プラザ 

26 火 定例教育委員会・所長出席 教育プラザ大会議室 

27 水 図書類自動販売機立入調査・所長、指導員出席 三和区 

28 木 第２回上越警察署協議会・所長出席 上越警察署 

10 

5 木 第２回特別街頭指導 えちごときめき鉄道高田駅 

13 金 第２回センター運営協議会 教育プラザ中会議室 

20 金 第３回Ｆｉｔ運営会議 教育プラザ若者の居場所 Fit 

育成会議第３回コーディネーター研修会 教育プラザ大会議室 

24 火 定例教育委員会・所長出席 教育プラザ大会議室 

25 水 第３回育成委員協議会研修会 教育プラザ大会議室 

26 木 直江津地区地域ケア推進会議・指導員出席 上越文化会館大会議室 

11 

9 木 第５回青少年健全育成委員協議会役員会 教育プラザ若者の居場所 Fit 

11 土 第４回「上越市親の会」 教育プラザ大会議室 

13 月 青少年健全育成県民大会・指導員出席 新潟県自治会館 

14 火 定例教育委員会・所長出席 教育プラザ大会議室 

24 金 第２回小・中・特別支援学校警察連絡協議会・指導員出席 高陽荘 

12 

9 土 地域青少年育成会議実践事例発表及び意見交換会・指導員出席 教育プラザ研修室など 

14 木 第３回上越警察署協議会・所長出席 上越警察署 

19 火 第２回キャリアスタートウィーク実行委員会・指導員出席 教育プラザ中会議室 

20 水 定例教育委員会・所長出席 教育プラザ大会議室 

1 

10 水 第６回青少年健全育成委員協議会役員会 教育プラザ若者の居場所 Fit 

20 土 第５回「上越市親の会」  教育プラザ大会議室 

24 水 定例教育委員会・所長出席 教育プラザ大会議室 

2 

5 月 第４回Ｆｉｔ運営会議 教育プラザ若者の居場所 Fit 

7 水 第２回青少年健全育成関係機関連絡協議会 教育プラザ中会議室 

7 水 第２回自殺予防対策連絡会議・上記協議会と重複のため欠席 春日謙信交流館 

8 木 第３回地域青少年育成会議協議会役員会・指導員出席 教育プラザ中会議室 

15 木 第３回センター運営協議会 教育プラザ大会議室 

16 金 定例教育委員会・所長出席（予定） 教育プラザ大会議室 

20 火 第３回地域青少年育成会議協議会事務局担当者会議・指導員出席（予定） 教育プラザ大会議室 

27    火 第４回上越警察署協議会・所長出席（予定） 上越警察署 

3 

6 水 第７回青少年健全育成委員協議会役員会（予定） 教育プラザ若者の居場所 Fit 

7 木 育成会議第３回コーディネーター委員会・指導員出席（予定） 教育プラザ大会議室 

9 土 第６回「上越市親の会」（予定） 教育プラザ大会議室 

22 金 育成委員協議会会計監査（予定） 教育プラザ若者の居場所 Fit 
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令和 5 年度  ４月・５月の街頭指導結果   （ ）は昨年度実績 

 ４  月 ５  月 

１ 
出動回数 

高田地区  6 （ 6） 高田地区         6 (  5) 

直江津地区  6 （ 6） 直江津地区         6 (  6) 

合計 12 （12） 合計 12 ( 11) 

２ 
出動延人数 

高田地区 21  （21） 高田地区        18  ( 22) 

直江津地区  25  （25） 直江津地区        22 ( 27) 

合計 46 （46） 合計        40  ( 49) 

３ 
注意･指導を
した延人数 

幼 児  0 （ 0） 幼 児 0  ( 14) 

小学生 13 （10） 小学生         3 ( 15) 

中学生  3 （14） 中学生         0  ( 15) 

高校生 11 （13） 高校生 15  ( 19) 

計 27 （37） 計 18  ( 63) 

４ 主な内容 幼 児 小学生 中学生 高校生 幼 児 小学生 中学生 高校生 

ジベタリアン  0（0）  2（ 0）  0（ 0） 11（2） 0 ( 0)  0 ( 0) 0 ( 0) 10 (10) 

ゲーム機遊び  0（0） 10（10） 3（11）  0（5） 0 (14) 0 (15) 0 ( 9)  0 ( 0) 

カラオケ  0（0）  0（ 0）  0（ 0）  0（0） 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0)  0 ( 0) 

歩きスマホ  0（0）  0（ 0）  0（ 0）  0（2） 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0)  5 ( 7) 

交通ルール  0（0）  1（ 0）  0（ 3）  0（4） 0 ( 0) 3 ( 0) 0 ( 6)  0 ( 2) 

喫 煙  0（0）  0（ 0）  0（ 0）  0（0） 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0)  0 ( 0) 

その他  0（0）  0（ 0）  0（ 0）  0（0） 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0)  0 ( 0) 

５  
挨拶・よびか
けをした延人
数 

幼児 23 (    0) 幼児 13    (  13) 

小学生 529 (  507) 小学生 456  ( 451) 

中学生 284 (  341) 中学生 384 ( 335) 

高校生 240 (  233) 高校生 384 ( 219) 

計 1,076  ( 1,081) 計 1,237 (1,018) 

３・５の集計 合計 1,103 ( 1,118) 合計 1,255 (1,081) 

 

４  月 ５  月 

・子どもたちが元気にあいさつを返してくれた（４）。高田

方面からの中高生が多かったが、自発的なあいさつがほぼ

定着している。雅子妃の森公園で中学生が草むらで雑談し

ていたが、声かけには丁寧に応え、地域の方とのあいさつ

もよくできていた。 

・マスクの落し物が 10 枚ほどあった。 

・晴天のため、多くの高校生がゲームセンターに来ていた。

ゲーム場では親子連れが多かった。任意と言いながらマス

クをしている子が多かった。ゲームコーナーには小・中学

生が多い。 

・自転車に乗っていた中学生６人がヘルメットなし。かぶる

ように声かけした。 

・高田駅立体駐車場屋上では、ペットボトルなどのごみが散

乱していたので、片付けた。高田駅周辺に、吸い殻やサン

ドイッチの包装紙等多数散乱していた。駐車場屋上には車

のバッテリーが放置されていた。 

・駅前のジベタリアン２人を確認。指導員が近寄ったとこ

ろ、他所へ移動した。高田駅前にいたジベタリアンに声か

けして立ってもらおうとしたが、応じてもらえなかった。 

・今日は珍しく直江津東中の下校時と重なり、自
転車通学の生徒の多さにびっくりした。天気も
よくなり、公園で遊んでいる子どもたちがたく
さんいた。 

・小学生 3 人が自転車で並進していたので注意し
た（春日山町 2 丁目）。 

・バイク２台（１台は２人乗り）後の１台が信号
無視をしていった（駅前交差点）。 

・立体駐車場に吸い殻、ペットボトル等各階に多
数散乱していた。立体駐車場内に高校生らしき
男女数名が何かしていた。ごみを持ち帰るよう
声かけした。よい返事が返ってきたが…。歩き
スマホの高校生も数人見えた。 

・駅前でジベタリアン（女子３人）がいて、声か
けしたが、返事をしても立つ気配がなかった。 

・春日謙信交流館で高校生 10 数人が勉強してい
た。中間テスト中とのこと。 

・春日謙信交流館発、巡回順路の街路樹には枯れ
枝が多く、中にはやや太いものがあって、通行
人や車に当たる可能性もある。 

資料 ② 
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令和５年度  ６月・７月の街頭指導結果   （ ）は昨年度実績 

 

 ６  月 ７  月 

１ 
出動回数 

高田地区  6 （ 6） 高田地区    6   ( 6) 

直江津地区  6 （ 6） 直江津地区       6   ( 6) 

合計 12 （12） 合計      12   (12) 

２ 
出動延人数 

高田地区 27  （22） 高田地区      22 (25) 

直江津地区  27  （26） 直江津地区      27   (23) 

合計 54 （48） 合計      49   (48) 

３ 
注意･指導を
した延人数 

幼 児  0 （ 4） 幼 児       0   ( 0) 

小学生  0 （12） 小学生       0   ( 6) 

中学生  0 （ 5） 中学生       0   (18) 

高校生 13 （16） 高校生      12   (38) 

計 13 （37） 計      12   (62) 

４ 主な内容 幼 児 小学生 中学生 高校生 幼 児 小学生 中学生 高校生 

ジベタリアン  0（0）  0（ 0）  0（ 0） 12（ 6）  0（0） 0（ 0）  0（ 0） 9 ( 8） 

ゲーム機遊び  0（4） 0（10） 0（ 5）  0（ 0）  0（0） 0（ 6） 0（ 8）  0（ 0） 

カラオケ  0（0）  0（ 0）  0（ 0）  0（ 0）  0（0）  0（ 0）  0（ 0）  0（ 0） 

歩きスマホ  0（0）  0（ 0）  0（ 0）  0（10）  0（0）  0（ 0）  0（ 0）  0（ 0） 

交通ルール  0（0）  0（ 2）  0（ 0）  1（ 0）  0（0）  0（ 0）  0（10）  3 (30） 

喫 煙  0（0）  0（ 0）  0（ 0）  0（ 0）  0（0）  0（ 0）  0（ 0）  0（ 0） 

その他  0（0）  0（ 0）  0（ 0）  0（ 0）  0（0）  0（ 0）  0（ 0）  0（ 0） 

５  
挨拶・よびか
けをした延人
数 

幼児 24 (   15) 幼児  36 (    8) 

小学生 531 (  603) 小学生 307 (  336) 

中学生 150 (  124) 中学生 294 (  195) 

高校生 213 (  202) 高校生 253 (  271) 

計 918 (  944) 計 890 (  810) 

３・５の集計 合計 931 (  981) 合計 902 (  872) 

 

６  月 ７  月 

・６月上旬は大貫の事件による臨時休校のため、子どもの姿は

少なかった。有職少年と思われる男女が、立体駐車場でグル

ープを作り、話し込んでいた。市内では白バイやパトカーが

巡っていた。 

・量販店やゲームコーナーでは家族連れや高校生が多く、買い

物やゲームを楽しんでいた。 

・直江津地区の小学生は、元気よく手を振ってあいさつを返し

てくれた。小学１年生の帽子ははっきりと判り、よいことで

ある。 

・高田駅前に高校生風のジベタリアンが数名いた（前に見た男

女）。駅近くは子どもたちのたまり場になりそうなところが

いっぱいあり、たばこの吸い殻が多少見られた。 

・自転車の中学生へ信号に気を付けるよう声かけをしたら、明

るい返答があった。交通マナー違反の注意では、直江津駅２

階のあすか通りでの自転車乗車があった。 

・今月から始まったＰＴＡ街頭指導体験の参加者の中には、育

成委員の街頭指導を初めて知ったという方もいた。 

・大勢の中学生に出会えた。蒸し暑い中の下

校、気を付けてと願う。手を振ってくれる子

どもたちもいて嬉しくなる。 

・春日山駅下車の高校生に大勢声かけした。元

気な挨拶が返ってきた。謙信交流館に高校生

15 人ほど。テーブルや椅子に腰掛けてスマ

ホをいじっていた。騒いでいる子はいなかっ

た。 

・ゲームセンターでは、親子 20 組ほど。全て

の子どもに親が付いていた。アピナ、イオン

のゲームスタッフに、夏休みに入ってからの

子どもたちの動向に目配りをお願いした。 

・歩道で自転車、ボードの小学生がいたので、

声をかけた。 

・25 日の高田は祭りのため人出が多く、特に

小学生のみで来ている子どもたちに声かけを

した。駅前駐車場にたばこの吸い殻が 20 本

くらいあった。街中のゴミも多かった。高校

生の「交通ルール無視」は、駅前ロータリー

での自転車の逆走である。 
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令和５年度  ８月・９月の街頭指導結果   （ ）は昨年度実績 

 ８  月 ９  月 

１ 
出動回数 

高田地区 6 (  8) 高田地区 5 (  8) 

直江津地区 6 (  9) 直江津地区 6 (  7) 

合計 12 ( 17) 合計 11 ( 15) 

２ 
出動延人数 

高田地区 19 ( 30) 高田地区 10 ( 27) 

直江津地区  25 ( 34) 直江津地区 25 ( 28) 

合計 44 ( 64) 合計 35 ( 55) 

３ 
注意･指導を
した延人数 

幼 児   0 ( 12) 幼 児   0 (  5) 

小学生   0 ( 22) 小学生   0 ( 20) 

中学生   0 ( 42) 中学生   0 ( 11) 

高校生   4 (  0) 高校生  13 ( 15) 

計   4 ( 76) 計 13 ( 51) 

４ 主な内容 幼 児 小学生 中学生 高校生 幼 児 小学生 中学生 高校生 

ジベタリアン 0(  0) 0(  0) 0(  0) 3(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0( 12) 

ゲーム機遊び 0( 12) 0( 22) 0( 42) 0(  0) 0(  5) 0( 18) 0( 11) 0(  3) 

カラオケ 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 

歩きスマホ 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 5(  0) 

交通ルール 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  2) 0(  0) 0(  0) 

喫 煙 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 

その他 0(  0)  0(  0)  0(  0)  1(  0)  0(  0)  0(  0)  0(  0)  8(  0)  

５  
挨拶・よびか
けをした延人
数 

幼児 14 ( 33) 幼児  13 (  8) 

小学生 54 ( 57) 小学生 350 (386) 

中学生 90 (100) 中学生 274 (430) 

高校生 69 (141) 高校生 262 (413) 

計 227 (331) 計 899 (1,237) 

３・５の集計 合計 231 (407) 合計 912 (1.288) 

 

８  月 ９  月 

・連日の猛暑のため、屋外で歩いていたり遊んでいたり
する子どもたちの姿はほとんどなかった（同様の記述
多数）。アピナ等ゲームセンターは涼しいので、親子
連れや高校生が多くいた。同様に涼しい雪小町、ライ
ブワンにも中高生がたくさんいた。 

・駅前駐輪場は部活の生徒のため、ほぼ常時満車とのこ
と。駐車場では車が少なく、子どもの姿も見られなか
った。ゴミ・たばこも少なかった。 

・「その他」の１人は、高田駅待合所での熱中症の女子
高生。意識はあるが冷汗がひどく、椅子に座るのも辛
いようで、地べたに横たわっていた。駅員に事情を話
し、見とりを引き継いだ。 

・歩道を自転車で走行する小学生３人、中学生２人、
春日山駅前では女子高生２人の自転車二人乗りを目
撃したが、距離があったため声かけできなかった。 

・下校時間や電車の到着にタイミングが
合って、多くの小中高生にあいさつ・
呼びかけをした際は、元気な返事をし
てくれて、育成委員も元気をもらうこ
とができた。互いに上越市民としての
絆や信頼関係を醸成できればと期待し
たい。 

・春日謙信交流館では、グループで仲間
と静かに勉強している高校生のグルー
プが見られた。 

・アピナ駐車場では、鍵の掛かっていな
い自転車が目立った。同様に春日山駅
前の自転車にも未施錠が数台あった。 

・高校生が２人で１つのスマホを見なが
ら歩いていたので注意した（２か所で
計５人「歩きスマホ」あり）。 

・高田駅前立体駐車場の屋上に男子高校
生８人（私服で上半身裸）がたむろし
ており、声かけした。その後、女子も
含め３～４人がエレベーターで上がっ
たので、交番に見回りを依頼した
（「その他」欄）。 
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 令和５年度  10 月・11 月の街頭指導結果   （ ）は昨年度実績 

 

 

 １０  月 １１  月 

１ 
出動回数 

高田地区 6 (  6) 高田地区     6 (  6) 

直江津地区 6 (  6) 直江津地区 6 (  6) 

合計 12 ( 12) 合計 12 ( 12) 

２ 
出動延人数 

高田地区 22 ( 22) 高田地区 21 ( 23) 

直江津地区  25 ( 24) 直江津地区 25 ( 24) 

合計 47 ( 46) 合計 46 ( 47) 

３ 
注意･指導を
した延人数 

幼 児   0 (  4) 幼 児   0 ( 11) 

小学生   0 (  7) 小学生   0 ( 10) 

中学生   6 (  6) 中学生   0 ( 14) 

高校生  13 ( 19) 高校生  17 ( 23) 

計  19 ( 36) 計 17 ( 58) 

４ 主な内容 幼 児 小学生 中学生 高校生 幼 児 小学生 中学生 高校生 

ジベタリアン 0(  0) 0(  0) 6(  0) 5(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 5(  7) 

ゲーム機遊び 0(  4) 0(  7) 0(  6) 0( 15) 0( 11) 0( 10) 0( 14) 0( 10) 

カラオケ 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  6) 

歩きスマホ 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 2(  0) 

交通ルール 0(  0) 0(  0) 0(  0) 8(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 10(  0) 

喫 煙 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 

その他 0(  0)  0(  0)  0(  0)  0(  0)  0(  0)  0(  0)  0(  0)  0(  0)  

５  
挨拶・よびか
けをした延人
数 

幼児 6 ( 10) 幼児 11 (  0) 

小学生 132 (347) 小学生 218 (382) 

中学生 278 (372) 中学生 145 (336) 

高校生 262 (284) 高校生 239 (357) 

計 678 (1,013) 計 613 (1,075) 

３・５の集計 合計 697 (1,049) 合計 630 (1,133) 

 

１０  月 １１  月 

・下校時刻のため高田駅に向かう高校生が多数いて、
挨拶がよかった。春日山駅でも電車から降りる高校
生に声をかけると、快く挨拶を返してくれる生徒が
多かった。直江津地区では、高校生から積極的に挨
拶してくれた。 

・高田地区ではヘルメットをかぶって自転車に乗る姿
が見られるようになってきたが、高校生はほとんど
ヘルメットなしの状態。また、高校生やそれらしき
人たちの自転車並走が目立ち、注意した。 

・中通町の道路（歩道）で座って話をしていた生徒が
いた。また、スマホを手に持って歩いている生徒も
見られた。 

・高田駅前立体駐車場ではペットボトル、たばこの吸
い殻が多く落ちていたので拾っておいた。（他にも駐
輪場屋上でたばこの吸い殻が目立つとの指摘あり。） 

・悪天候の日は街頭での人通りが少ない
が、量販店やゲームコーナーでの人出
は多かった。 

・気温も急に下がり、子どもたちにも寒
さが身に染みている様子。日暮れが早
く、帰りの時間帯は真っ暗に感じる。 

・風が強かったので、自転車に乗って進
む子どもは大変そうであった。雁木通
りを自転車で走行する高校生には注意
の声掛けをした。 

・高校生２人が歩きながらスマホを見て
いたので注意したら、「ありがとうご
ざいます」と言って素直にポケットに
しまってくれた。 

・高田ではジベタリアンが５人いた。最
近多くなっている。 

・春日山駅周辺路上にはマスク等のゴミ
が少し目立っていた。 
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令和５年度  1２月・１月の街頭指導結果   （ ）は昨年度実績 

                              

 

 １２ 月 １  月 

１ 
出動回数 

高田地区 6 (  6) 高田地区 5 (  3) 

直江津地区 6 (  6) 直江津地区 5 (  5) 

合計 12 ( 12) 合計 10 (  8) 

２ 
出動延人数 

高田地区 19 ( 18) 高田地区 19 ( 12) 

直江津地区 25 ( 24) 直江津地区 22 ( 20) 

合計 44 ( 42) 合計 41 ( 32) 

３ 
注意･指導を
した延人数 

幼 児   0 (  3) 幼 児   0 (  2) 

小学生   0 (  6) 小学生   0 ( 18) 

中学生   0 (  8) 中学生   0 (  6) 

高校生   3 (  3) 高校生   0 (  2) 

計   3 ( 20) 計   0 ( 28) 

４ 主な内容 幼 児 小学生 中学生 高校生 幼 児 小学生 中学生 高校生 

ジベタリアン 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  3) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 

ゲーム機遊び 0(  3) 0(  6) 0(  8) 0(  0) 0(  2) 0( 18) 0(  6) 0(  2) 

カラオケ 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 

歩きスマホ 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 

交通ルール 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 

喫 煙 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 0(  0) 

その他 0(  0)  0(  0)  0(  0)  3(  0)  0(  0)  0(  0)  0(  0)  0(  0)  

５  
挨拶・よびか
けをした延人
数 

幼児    4 (  5) 幼児    13 (  1) 

小学生  368 (499) 小学生 91 ( 98) 

中学生 183 ( 99) 中学生    57 (111) 

高校生 142 (176) 高校生   137 (104) 

計 697 (779) 計 298 (314) 

３・５の集計 合計 700 (799) 合計  298 (342) 

１２  月 １  月 

・この日（11日）は天気も良く下校時間とも合
い、多くの子どもたちに会うことができた。黄
色の帽子の小学生たちは手を上げて元気に応え
てくれた。 

・中旬になるとめっきり寒くなり、外で遊んでい
る子はほとんどいなかった。小学生の一部の子
は手を上げて横断歩道を渡っていた。 

・高校生を多く見かけた。ほとんど歩きスマホで
あった。 

・春日山駅の線路そばにはゴミが散乱していた。
雅子妃の森東駐車場ではたばこの吸い殻散乱。 

・コンビニの外で高校生が立ち食いをしていたの
で、声掛け指導をした。「ゴミは持ち帰りま
す」と話していた（その他欄）。 

・年の瀬のせいか、量販店は家族連れの買い物客
で賑わっていた。冬休みに当たり、アピナ、イ
オンのスタッフの方々に子どもたちの目配りを
お願いした。 

・春日山駅を乗降する小中高校生にこれまで
継続して挨拶や声掛けを行ってきたが、次
第にその意図が理解されてきたのか、子ど
もたちも自然に会釈したり返事を返したり
するなどの対応ができるようになってき
た。（高田駅や他地区の路上でも高校生の返
事がよいとの声あり。） 

・冷えていた日の夕刻、帰宅する若者は足早
に歩いていたが、雪小町では多くの学生が
勉強していた。 

・カラオケや駐車場には姿がなく、清掃も行
き届いていたが、行き交う学生のほとんど
が歩きスマホで、声掛けもできないほどで
あった。 

・春日山駅トイレの水洗が流れっ放しだった
ので栓を閉めた。また、凍って水が出ない
ことが原因のためか、個室の便がそのまま
になっていたので流した。 

・かに池公園トイレや高田駅前立体駐車場で
は、吸い殻が多く落ちていた。 



- 11 - 

 

令和５年度 街頭指導結果（4 月～1 月末まで）     

(1) 「注意・指導の月別件数」と「挨拶・声掛け件数」 

 注意・指導した人数 挨拶・声掛けした 
人 数 幼 児 小学生 中学生 高校生 合 計 

4 月 0 （ 0） 13 （10） 3 （14） 11 （13） 27 （37） 1,076 （1,081） 

5 月 0 （14） 3 （15） 0 （15） 15 （19） 18 （63） 1,237 （1,018） 

6 月 0 （ 4） 0 （12） 0  （ 5） 13 （16） 13  （37） 918 （ 944） 

7 月 0 （ 0） 0 （ 6） 0 （18） 12 （38） 12  （62）  890 （ 810） 

8 月 0  （12） 0 （22） 0  （42） 4  （ 0）   4 （76） 227  （ 331） 

9 月 0 （ 5） 0 （20） 0 （11） 13 （15） 13 （ 51） 899 （1,237） 

10月 0 （ 4） 0 （ 7） 6 （ 6） 13 （19） 19 （36） 678 （1,013） 

11月 0 （11） 0 （10） 0 （14） 17 （23） 17 （58） 613 （1,075） 

12月 0 （ 3） 0 （ 6） 0 （ 8） 3 （ 3） 3 （20） 697 （779） 

1 月 0 （ 2） 0 （18） 0 （ 6） 0 （ 2） 0 （28）       298  （314） 

合 計 0 （55） 16 （126） 9 （139） 101 （148） 126 （468） 7,533 （8,602） 

(2) 注意や指導の内容と人数 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

(３)  １月末までの総括 

〇 今年度から、本当に注意・指導した人数のみを記録し、『愛の一声』だけの場合は算入しないこ

とにした。そのため、ゲーム機遊びの人数が昨年度より大幅に少なくなった。なお、子どもだけ

によるゲームセンターの利用は少なく、家族連れでの利用が多くなっている。 

〇 育成委員が声を掛けると、多くの児童・生徒が元気なあいさつを返してくれる。 

● 自転車乗車時のヘルメット未着用が多い。また、歩道・雁木内を自転車で走る生徒が見られる。 

● 歩きスマホの生徒が多く見られる。 

● 高田駅前の歩道脇に腰を下ろし、通行の妨げになる集団（ジベタリアン）が昨年より増加傾向 

 にある。また、高田駅に隣接する立体駐車場や市街地の公園で青少年が放置したと思われる吸い 

殻や飲食ゴミが見られた。 

年  層 幼 児 小学生 中学生 高校生 合  計 

内 
 

容 

ジベタリアン 0 （ 0） 2 （ 0） 6 （ 0） 55 （52） 63 （52） 

ゲーム機遊び 0 （55） 10 （122） 3 （120） 0 （35） 13 （332） 

カラオケ 0 （ 0） 0 （ 0） 0 （ 0） 0   （ 6） 0 （ 6） 

歩きスマホ 0 （ 0） 0 （ 0） 0 （0） 12   （19） 12 （19） 

交通ルール無視 0 （ 0） 4 （ 4） 0 （19） 22 （36） 26 （ 59） 

喫  煙 0 （ 0） 0 （ 0） 0 （ 0） 0   （ 0） 0 （ 0） 

そ の 他 0 （ 0） 0 （ 0） 0 （ 0） 12   （ 0） 12 （ 0） 

合   計 0 （55） 16 （126） 9 （139） 101 （148） 126 （468） 
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令和５年度 街頭指導アンケート集計結果   
１ 集計結果 

・回答数   ３５人分 
雁木通りプラザコース９人，芙蓉荘コース２人，謙信交流館コース７人， 
直江津学びの交流館コース９人，教育プラザコース８人 

 時間帯・実施回数・班人数 集合場所・巡回コース 指導内容（挨拶＋声かけ等） 
現状でよい     ２９人  ８３％   ３１人  ８９％     ３４人  ９７％ 
やや問題あり      ６人  １７％    ３人   ８％      ０人   ０％ 
問題あり      ０人   ０％    １人   ３％      １人   ３％ 

コース １ 時間、回数、人数 ２ 集合場所・コース ３ 指導内容 ４ その他意見 

雁
木
通
り
プ
ラ
ザ
（
９
） 

・現状でよい(８/９） 
・曜日によっては巡回時間
帯に下校を終了していて、
会えないことがある。 

・当班は６人だが、皆高齢で
健康状態が悪く、都合で揃
わない方もいるので人数
に余裕があるとよい。回数
はいっぱいいっぱいか。 

・４時～６時の時間がよい。 
・当班は５人だが、通常は４
人で、３人になることもあ
る。 

・現状でよい(９/９） 
・学生や子どもたちに多
く会える場所である。町
の催物や行事に合わせ
柔軟に対応している。集
合場所は駐車料金がか
かるが、他の方からクレ
ームはない。 

・学生・生徒の帰宅コース
にあたっており、ベスト
だと思う。 

・現状でよい(９/９） 
・挨拶・声掛けがよいと思
うが、学生はほとんどス
マホに夢中で、会話が続
かない。 

・街頭指導は人の善意に基
づく活動である。近年高
齢化が進み、委員の確保
や事業の継続が難しくな
っており、見直しも必要
かと思う。 

・駅前駐輪場屋上で天気の
良い日に隠れて喫煙して
いる人がまだいるように
思う。注意して巡回数を
重ねねばならないか。 

 

芙
蓉
荘 

（
２
） 

・現状でよい(２/２） 
 

・現状でよい(１/２） 
・最後に巡回するローソ
ンはいつも子どもが少
ないので必要ない。 

・現状でよい(２/２）   
・挨拶プラス声掛けは大
事であり続けるべき。 

・仕事との重複のため、不
参加が多く、迷惑をかけ
た。努めて第２週の土曜
を希望する。 

謙
信
交
流
館
（
７
） 

・現状でよい(３/７） 
・夏・冬休みは巡回コースに
よって、夜などに時間変更
してもよいのではないか。 

・委員同士の情報交換や施
設・地域住民との連携を考
えれば、月２回又は２か月
に３回程度の巡回を行っ
た方がよいのではないか。 

・子どもたちと出会う人数
が少ない。また、店を訪問
することがほとんどない
ため目的が見えてこない。 

・現状でよい(６/７） 
・コース内は住宅街であ
り、公園以外に青少年は
見当たらない。時間的に
も高校生にはほとんど
会わない。親の送迎か交
流館での自習が多い。 

・駐車場が広く、中高生や
電車の乗降客が多くて
よい。 

・班長の判断で計画と異
なるコースに行ってお
り、効果が見られない。 

・現状でよい(６/７） 
・挨拶に対して、返してく
れる中高生が多いこと
に感動した。先人・先輩
方のこれまでの実績の
おかげであろうと御礼
申し上げたい。 

・コース内で各店舗に入
って様子を聞いたり、巡
回時に子どもに声掛け
したりすることがほと
んどない。 

・長い間同じメンバーでは
マンネリ化しやすい。時
に班編成を新しくしては
どうか。 

・市の予算の関係で現在月
1 回の巡回だが、子ども
たちの健全育成に資する
にはもっと多く街頭指導
をしている姿を見せられ
ればよいと思う。 

・自分は 40 代前半だが、
年配の方なら不審がられ
ず、安心できると思う。 

直
江
津
学
び
の 

交
流
館
（
９
） 

・現状でよい(８/９） 
・４人編成で男性お一人な
ので、話しにくいのではな
いかと気を遣ってしまう。 

・本来は月２回くらいがよ
いが、皆高齢なので現状で
よい。 

・現状でよい(７/９） 
・学校の下校時間以外に
子どもたちと会うこと
ができない。 

・ほとんどの声掛けは南
小、直中・中等になり、 

 直小は時間の関係でで
きない。 

・現状でよい(９/９） 
・保育園児や小中高生に
多く会えるため、挨拶が
スムーズに行える。 

・電車の到着時刻に合わ
せて、挨拶や声掛け等を
常に行っている。 

・１年目のため教えていた
だくことが多く、よく分
からないまま参加してい
ます。 

・当班では班長さんが日誌
を記入しているが、輪番
で付けた方が緊張感・責
任感を共有できる。 

教
育
プ
ラ
ザ
（
８
） 

・現状でよい(８/８） 
・５人であれば、１人欠席で
も巡回できるので良い。 

・男女混合チームになり、回
りやすくなった。 

・下門前は新しくできた団地
だが、子どもの家やアピナ
等人の集まる場所であり、
時間帯もよい。 

・現状でよい(８/８） 
・真夏と真冬は少し辛い
が、５人で歩けば何とか
できる。 

・無理のない巡賂で良い。 

・現状でよい(８/８） 
・歩きスマホの若者や子
どもには、ある程度の注
意や声掛けをした方が
よいと思う。 

・自転車の子どもたちに
会うことがあり、ヘルメ
ット着用にも気を付け
ようと思う。 

・班長さんが積極的に声
掛けをされる。人員構成
で女性がいる方が声掛
けしやすい。 

・出会った人たちに声を
掛けることにより、育成
委員の活動が一般市民
にも映り、ひいてはそれ
が防犯対策につながっ
ていると思う。 

・歩道が見えないとか安
全が確保できない悪天
候時は、中止でよいので
はないか。 

・外で人がいない天候時
は車で主要な施設を回
ってもよいと思う。 

・５人とも愛の声掛けを
しているので、子どもた
ちも素直に返してくれ
る。 

・可能なら青パトの回数
を増やせると抑止効果
が大きくなる。 

・コロナ禍で市外研修の
できない年が続いたが、
様々な事象への対応や
今後のレベルアップの
ために研修の実施を。 

資料 ③ 
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令和５年度 若者育成支援事業の進捗状況 

青少年健全育成センター 

１ 若者支援活動の広報（Fit、相談活動、親の会開催等の周知） 

(1) ポスターの掲示、チラシの配布，市ホームページ、広報上越への掲載など 

(2) 小・中・高等学校との連携・・・関係会議での説明、保護者宛ての文書の配布など 

 

2 相談・面談活動の状況 （４月～１月）  

(1) 相談活動と若者の居場所（Ｆｉｔ）の利用状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 ④ 

① 相談数・Fit 利用数 

 全相談（Fit 含む） Fit 

相談 

回数 

相談 

人数 

利用 

回数 

利用 

人数 

4月 42 17人  39 15人 

5月 41 18人  34 13人 

6月 40 15人  40 15人 

7月 33 13人 33 13人 

8月 38 16人 28 11人 

9月 41 20人 40 19人 

10月 35 12人 34 11人 

11月 33 13人 30 12人 

12月 22 15人 20 13人 

1月 26 15人 17 7人 

合計 351 154人  315 129人 

 

② 相談者対象者年齢層 

年齢層 
相談者（Fit 含む） Fit利用者 

男 女 合計 男 女 合計 

A：１５～ 

１８歳 

7 5 12人 6 5 11人 

B：１９～ 

２５歳 

7 5 12人 7 5 12人 

C：２６～ 

３０歳 

4 3 7人 3 3 6人 

D：３１歳 

以上 

0 0 0人 0 0 0人 

合 計 18 13 31人 16 13 29人 

 
（昨年同時期 
 全相談 282回 123人、Fit240回 101人） 
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A：15～18

38%
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(2) これまでの様子 

〇 自分だけの世界にいた若者が、グループ活動に参加したことにより、少しずつ人との関わり

に慣れて、自分の気持ちを言葉で表現できるようになってきた。社会参加の入口に一歩踏み出

すきっかけを得た若者の中には、地域包括支援センターを通して、自分に合った就労支援を受

けることができたメンバーも出てきた。 

〇 高校生活の不安を受け止める個別面談を繰り返すことで、学校につながることができたケー 

スや職業適性検査の活用、福祉サービスの説明を通して、一歩前に進むことのできたケースも 

あった。 

〇 特別支援学校の生徒や外国につながる若者への支援については、学校や関係機関との連携を 

 さらに進めながら対応していく必要がある。 

 

３ 「上越市の親の会」の結果 

 不登校やひきこもりなど、子どもへの悩みをもつ親同士が語り合い支え合いながら問題の解

決へとつなげようとする活動で、６年間継続している。 

 開催日 会  場 参加者数 内 容 

第１回 ５月 1３日（土） 教育プラザ大会議室 １３人 グループ懇談 

第２回 ７月 ８日（土） 教育プラザ大会議室  ６人 グループ懇談 

第３回 ９月 ９日（土） 教育プラザ大会議室  ３人 グループ懇談 

第４回 １１月１１日（土） 教育プラザ大会議室 ６人 グループ懇談 

第５回 １月２０日（土） 教育プラザ大会議室  ７人 グループ懇談 

第６回 ３月 ９日（土） 教育プラザ大会議室 （予定）  

 〇 これまでの様子 

・ 第５回までの参加者（保護者）の合計は３５人で、内訳は小学校６人、中学校１８人、   

１５歳以上は高校生３人を含め１１人である。 

・  保護者からは、学校に行きたくないと言うわが子とどのように関わったらよいのか、不登 

校の子どもの過ごし方や進路についての相談が多かった。会に参加して、気持ちを話して心

が軽くなった、悩んでいるのは自分だけではないと感じたなどの声が寄せられている。 

 

③ 相談内容別 

相談内容 

相談者 

（Fit含む） 

Fit利用者 

男 女 合計 男 女 合計 

不登校 5 2 7人 5 2 7人 

ひきこもり 9 5 14 人 8 5 13人 

就 労 3 5 8人 2 5 7人 

その他 1 1 2人 1 1 2人 

合 計 18 13 31 人 16 13 29人 

 

R5 は１月末までの数値 

不登校

23%

ひきこもり

45%

就労

26%

その他

6%

全相談 内容
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24%

ひきこもり

45%
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令和６年度 上越市青少年健全育成センター運営方針・事業計画（案） 
 

１ 運 営 方 針 

 (１) 青少年の健全育成のため、関係機関との情報共有及び連絡・調整を密にする。 

(２) 青少年の非行、犯罪及び被害防止のため、声かけを中心に街頭指導活動の充実に努める。 

(３) 困難を抱える若者育成支援のため、関係機関と連携して自立支援に向けた取組を推進する。 

(４) 複雑且つ低年齢化する少年非行から子どもたちを守る一助として、環境浄化活動の推進に努 

める。 

(５) 青少年の健全育成に対する市民の関心や意識を高めるため、広報活動の充実に努める。 

 (６) 各地域青少年育成会議の自主的な取組を促し、活動の支援に努める。 

 

２ 具 体 的 な 実 施 事 項 

(１) 関係機関・団体との連携の強化 

 ○ 小・中・高等学校・特別支援学校・警察連絡協議会との連携 

 ○ 上越警察署、上越少年サポートセンター、上越少年警察ボランティアとの連携 

○ 県福祉保健部子ども家庭課及び県内各青少年育成センターとの連携  

 ○ 青少年健全育成関係機関・団体との連携及び協働活動の推進 

 ○ 保護司会と連携した“社会を明るくする運動”上越市推進委員会事業の推進 

 ○  地域青少年育成会議の活動推進のための支援 

 

 (２) 街頭指導活動の充実 

○ 継続的な街頭指導の実施及び青パトを活用した巡回指導の充実 

 ・55名、１０班での重点的街頭指導の実施  ・月２回の青パト巡回指導の実施 

○ 警察署、少年警察ボランティア、高校と連携した特別街頭指導の実施（７月、１０月） 

 ・上越市防犯の日に合わせて南高田駅周辺と高田駅周辺で実施 

  ○ ＰＴＡ街頭指導体験の実施（６月、９月～１１月） 

  ○ 育成委員の資質向上を図るための研修の実施 

第１回  全員研修【4月１８日（木）】 教育プラザ大会議室 15：00～16：00 

講話「街頭指導について」    担当 青少年健全育成センター 

第２回 全員研修【８月２８日（水）】 教育プラザ大会議室 14：00～16：00 

講話：「上越市における青少年非行の現状と課題」 講師：上越警察署生活安全課長 

講話：「最近の青少年の様子」 講師：上越少年サポートセンター長 

第 3回  市外研修【１０月２４日（木）】 研修地等は未定     

  ○ 育成委員の車輛に「子ども安全パトロール中」のマグネットシート着用を依頼し、「ながら

パトロール」を実施 

 

(３) 若者育成支援事業の推進 

 ○ 若者相談「若者ほっとライン」の周知徹底 

   ・市ホームページの更新、市施設へのチラシの配置    

○ 若者の居場所（Fit）の対応の充実【充実】 

・場所：教育プラザ研修棟１Ｆ 

・時間：月～金曜日 午前９時～午後５時（土・日曜日・祝日及び年末年始休日を除く） 

・内容：若者の自立支援活動、相談、対応等の実施 

＊関係機関と連携して若者への指導を充実する。 

    〇 Fit 運営会議の実施（４月・６月・10月・２月） 

    ・外部アドバイザーから、Fitでの若者支援について専門的な視点で助言をいただく。 

  ○ 「上越市親の会」の開催 

    ・年６回開設（５月・７月・９月・１１月・１月・３月） 

  ・場所：教育プラザ 大会議室 

資料 ⑤ 
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  〇 若者育成支援関係団体との支援ネットワークの構築 

    ・支援機関及び団体間の連携と協働活動のための情報交換 

 

(４) 環境浄化活動の実施 

  ○ 有害図書類販売店、有害図書類等自動販売機等の立入調査の実施と指導 

  ○ 有害図書類等自動販売機撤去の継続的な取組の実施 

  

(５) 広報活動の充実 

 ○ 「青少年健全育成のあゆみ」の作成・配付（４月予定） 

 ○ 「青少年健全育成委員協議会だより」の発行（６・10・２月予定） 

 ○ 「青少年健全育成センターだより『愛育』」の発行（７・１２・３月予定） 

○ 広報上越及び市ホームページ、報道機関での情報提供（随時） 

 

 (６) 地域青少年育成会議活動推進のための支援 

  ○ コーディネーター委員会の活動支援 

  ○ 地域青少年育成会議実践事例発表及び意見交換会等の活動支援 

 

３ その他 

〇 若者の居場所（Fit）の対応を充実し若者育成支援事業を推進する。 
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○上越市青少年健全育成センター条例 

 
平成８年３月２８日 

条例第９号 

改正 平成２３年３月２２日条例第２０号 

平成２６年９月３０日条例第５９号 

（設置） 

第１条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第３０条の規定に基づき、

青少年の非行を防止し、健全育成を推進するため、青少年健全育成センターを設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 青少年健全育成センターの名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 

上越市青少年健全育成センター 上越市下門前 1770番地 

（職員） 

第３条 上越市青少年健全育成センター（以下「センター」という。）に所長その他の所要の職員を置く。 

（運営協議会） 

第４条 センターの運営に関する事項を協議するため、教育委員会の附属機関として上越市青少年健全育成

センター運営協議会を置く。 

（委任） 

第５条 この条例に定めるもののほか必要な事項は、教育委員会が規則で定める。 

附 則 

この条例は、平成８年４月１日から施行する。 

附 則（平成２３年条例第２０号） 

この条例は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則（平成２６年条例第５９号） 

この条例は、関川東部下門前土地区画整理事業の施行に伴う字の変更の効力を生ずる日から施行する。 

 

 

 

上越市青少年健全育成センター規則 
平成８年３月２９日 

教委規則第３号 
改正 平成２１年３月３０日教委規則第１０号 

平成２７年３月３０日教委規則第７号 
令和２年１月２８日教委規則第１号 

（趣旨） 
第１条 この規則は、上越市青少年健全育成センター条例（平成８年上越市条例第９号。以下「条例」
という。）に定めるもののほか必要な事項を定めるものとする。 
（運営協議会） 

第２条 条例第４条に規定する上越市青少年健全育成センター運営協議会（以下「運営協議会」という。）
は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する１５人以内の委員をもって組織する。 
(1) 教育関係者 
(2) 児童福祉関係者 
(3) 警察関係者 
(4) 学識経験者 
(5) 関係行政機関の職員及び関係団体の役員 
(6) 公募に応じた市民 
(7) その他教育委員会が必要と認める者 

２ 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任
者の残任期間とする。 

第３条 運営協議会に会長及び副会長１人を置く。 
２ 会長は、委員の互選により定め、副会長は、委員のうちから会長が指名する。 
３ 会長は、会務を総理し、運営協議会を代表する。 
４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 
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第４条 運営協議会の会議は、定例会及び臨時会とする。 
２ 定例会は年３回、臨時会は必要に応じて会長が招集し、会長が議長となる。 
３ 会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。 
４ 会議の議事は、出席した委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、議長の決するところによ
る。 

５ 会議に付議する事項は、次に掲げるとおりとする。 
(1) 上越市青少年健全育成センター（以下「センター」という。）の運営方針 
(2) センターの事業計画 
(3) その他センターに関する重要な事項 

第５条 前３条に定めるもののほか、運営協議会の運営に関し必要な事項は、運営協議会が定める。 
（青少年健全育成委員） 

第６条 センターに青少年健全育成委員（以下「健全育成委員」という。）を置く。 
２ 健全育成委員の定数は、５５人以内とする。 
３ 健全育成委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。 

(1) 民生委員・児童委員 
(2) 更生保護関係者 
(3) 学識経験者 
(4) 関係団体の役員 
(5) その他教育委員会が適任と認める者 

４ 健全育成委員の任期は、２年とし、再任は妨げない。ただし、委員が欠けた場合の補欠委員の任期
は、前任者の残任期間とする。 

５ 健全育成委員は、非常勤とし、街頭指導等に従事する。 
６ 健全育成委員の服務等に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 
この規則は、平成８年４月１日から施行する。 

附 則（平成２１年教委規則第１０号） 
この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２７年教委規則第７号） 
この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 
この規則は、令和２年４月１日から施行する。 
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